
大阪大学・日本財団 感染症センター
ラボスペース公募

2024/5/10

基本デザイン・デザイン監修：安藤忠雄建築研究所
基本計画：大阪大学、明豊ファシリティワークス株式会社
設計・施工：大成建設・日建設計特定建設工事共同企業体（デザインビルド）



利用条件概要

入居条件概要

完成予定時期 2025年２月 2025年４月以降利用許可

募集部屋数 ３9室

施設利用料 ４,０００円/㎡・月

入居期間
原則として２年以上３年以内
とする。

ただし、管理運営責任者が特に必
要と認めた場合は、利用期間を延
長することができる。

光熱水料 入居者実費負担

入居時改修費用 入居者実費負担

建設場所 別紙建物位置参照

ラボ図面及び仕様 別紙ラボ図面参照

退去条件
自己の負担において速やか
に利用場所を原状に回復
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スケジュール

公募

2024.5

建物完成

2025.1～

取りまとめ・審査

②入居事前手続き

利用許可
予定

2025.4～

入居関係手続き

① 2024年10月頃までに利用の可否について連絡をします（内定連絡）。
② 利用許可内定者には、2025年1月頃に利用手続き書類の提出について連絡します。

2024. 10頃

①内定連絡
締切

2024.8末
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2025.2～

※ 機器・什器等搬入
時期については
相談のうえ調整
させていただきます。



建物位置
大阪大学・日本財団

感染症センター

新棟建設場所
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ラボスペース平面図

4階（14室）
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ラボスペース平面図

５階（17室）
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ラボスペース平面図

６階（7室）
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ラボスペース平面図

9階（1室）

8



ラボスペース仕様(9Fを除く)
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※現時点の仕様で多少の変更の可能性があります。

※搬入EVの大きさは以下の通りです。
     開口1800mm×奥行2000mm×高さ2300m



先端共用機器・共用実験室

9F

7F

BSL3細胞実験
コアラボ

先端共用機器エリア／BSL2細胞実験

オープンラボ

感染制御技術開発研究
オフィス 会議室

エントランス／ホール

◆ コアラボ研究者・オープンラボ研究者の双方が利用しやすい
 ７Fに、１フロアを共用実験室エリアとして先端機器を整備

◆ 研究室に近接するエリアにてBSL3細胞実験が実施可能

大阪大学・日本財団
感染症センター
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◆ 共用実験室及び機器の利用については別途利用料が発生します。



【8】BSL3細胞実験エリア

9F

■最新イメージングマススペクトロメトリー
 西日本初、国立大学初の導入（予定）

■最新セルソーター
■セルアナライザー

【3】マスサイトメトリー
エリア

7F

【1】イメージングマススペクトロメトリーエリア

【5】BSL2細胞実験
エリア

【6】顕微鏡等エリア

■光学顕微鏡・レーザー顕微鏡を
はじめ様々な共用機器

【4】細胞分離・解析エリア

【7】検体保管エリア
■液体窒素発生装置
■液体窒素保管容器

エリア別
主要機器等配置
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CiDER
研究者スペース
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CiDER
研究者

スペース

【2】組織検体作成エリア

技術
職員
等控
室

予備スペース
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